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〔研 究報文〕
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果実の肥大および品質に及ぼす影響
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岡山大学農学部、干700 岡山市津島中 l丁目 1-1 

Effect of Forchlorfenthuron (CPPU) Application on 
Berry Growth and Quality of 'Neo Musca t' Grape. 

Ken HIRANO.. Yoshiko IWAMOTO ， and Goro OKAMOTO 

Facu1ty of Agricu1ture ， Okayama University ， Tsushima -naka ， Okayama 700 ， J apan. 

緒論

日本における生食用ブドウでは、大粒化は非常

に大きな栽培上の目標である。そのため、様々な

試みがなされているが、果房に対するジベレリン

処理は果粒の肥大促進効果と共に、開花前処理に

よる無核化効果を有し、広く実用化されている。

また、比較的新しい合成サイトカイニン剤である

CPPU Cホルクロルフェニュロン、 N-C2-ch1oro-

4-pyridyD -N' -pheny1urea) も様々な果樹で果

実の肥大促進効果があることが報告され C4、

7、 9、10 、11 、12 、13 、14) 、ブドウでは‘デ

ラウエア¥‘マスカット・ベーリ -A¥ ‘巨峰'、

‘ピオーネ'について実用化されている。しか

し、 CPPU そのものの影響や、果粒重が増加す

ることによる着果過多の影響によって、糖度の低

下や高酸度、着色不良など、成熟の遅延が起こる

ことも報告されている 03 ，14) 。本実験ではブ

‘連絡先 Corres ponding au thor. 

ドウ‘ネオ・マスカット'を用い、 CPPU が果

粒の肥大と品質に及ぼす影響を調査した。

材料と方法

供試品種と CPPU 処理 岡山大学農学部実

験圃場において、 1974 年に栽植され、 トンネル

被覆栽培されている‘ネオ・マスカット， CVitis 

vinifera L.) 2樹を供試した。栽植間隔を9.0 x 

3.6m とし、コルドンを東西方向(長さ 9.0m) に

配置したH型平行整枝で栽培し、発芽後に新梢数

をコルドン 1m 当たり両側 8本となるよう調節し

た。新梢はトンネル被覆の端で捻枝し、斜め下方

に誘引した。摘心、花穂の整形は慣行法に従って

行った。果房数は l新梢当たり l果房となるよう

結実期に調節した。 CPPU C協和発酵工業製、

商品名:フルメッ卜、成分:ホルクロルフェニュ

ロン0.10% 、有機溶剤・界面活性剤等99.9%) 処

理は、満開 10 日後 0995 年 6 月10 日)に CPPU

5 rng/L 溶液に果房を浸漬することで行った。無
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処理の果房を対照区とした。なお、各処理区 l樹

につき 10 果房ずつ、計20 果房を用いた。

調査項目 CPPU 処理後、経時的に20 果粒に

ついて横径を測定した。また、硬核期から約 10

日おきに各処理区から 20 果粒を採取し、果汁

の。Brix 及び滴定酸を測定した。 9 月19 日に全果

房を収穫し、果房重、果粒径、果粒重、。Brix 、

滴定酸及び香気成分を測定した。香気成分の測定

は平野ら(8) の方法で行った。すなわち、採取

した果什100 mL を 4N-KOH で pH を7.0 に調

節し、内部標準として0.25% 2 オクタノール10

μLを加え、フラスコに密封した。このフラスコ

を40
0
C に設定したインキュベーターに入れ、果汁

に液体酸素で洗気した空気を 3時間通した。揮発

ホルクロルフェニュロン処理と果実の品質

してくる成分を Tenax-TA (ジーエルサイエン

ス製、 60/80 mesh) に捕集し、ガスクロマトグ

ラフ(島津 GC-14A 、カラム:内径 3 rnrn 、長さ

2m ガラスカラム、 PEG 20M 10% Uniport HP 

80/100 mesh 、気化室温度:170
0

C、検出器温

度:230
0

C、カラム温度:70
o
C-220

o
C、 5

0

C/  

mlll. 、検出器:FID 、注入条件:加熱導入装

置、加熱炉温度250 0C) を用いて測定した。

結果及び考察

果粒横径は処理 3週間後から CPPU 処理区で

有意に大きくなり (Fig. 1)、収穫時の果粒径、

果粒重とも有意に大きかった (Table 1)。果汁

の。Brix についてみると、ベレゾーン (7 月27 日
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Fig. 1. Effect of CPPU on berry growth of 'Neo Muscat' 
grape. Means at each measuring date indicated 
by 本 are significantly different at p三0.05.

Table 1. The effect of CPPU on cluster weight. berry diameter. 
and berry weight of 'Neo Musca t' grape at harves t. 

Cluster w t. Berry diam. Berry w t. 
Treatments (g) (mm) (g) 

Control 315.7 21.78 7.51 
CPPU 333.0 22.33 7.95 

F significance 本z * 

z 
*: Significant at p三0.05
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Fig. 2. Effect of CPPU of juice 'Brix of 'Neo Musca t' 

grape. Means at each sampling date indicated 

by * are significantly different at p三0.05.
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Fig. 3. Effect of CPPU onjuice titratable acidity of 

'Neo Muscat' grape. Means at each sampling date 

indicated by * are significantly different at 区 0.05.

前後)までは処理区間に差はなく、ベレゾーンの

3週間後に処理区で有意に高くなった CFig.2) 。

しかし、その後その差は小さくなり、収槙時には

有意差はなかった。果汁の滴定酸含量は、 CPPU

処理区の方がベレゾーン後低い値で推移し、収穫

時にも有意に低かった CFig.3) 。

CPPU 処理によるブドウ果粒の肥大促進効果

は多くの報告があり 00 、11 、12 、13 、14) 、今

回の実験結果と一致した。しかし、これらの報告

は同時に、糖含量が低い、滴定酸含量が高い、着

色不良など果粒の成熟が遅延することを報告して

いる 03 、14) 。本実験では糖含量について見る

と、収穫時の含量はやや CPPU 処理区で低かっ

たが、成熟開始後初期の含量は高く、また、滴定
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Table2. The effect of CPPU on aromatic compounds of 'Neo Muscat' grape 

at harvest (μg/100mLjuice). 

Treatments Unaloolα-Terpineol 

Control 18.39 0.30 
CPPU 9.00 0.26 
F significance *Z ns 

Citrone Ilol 

1.47 
1.64 
ns 

Nerol 

1.36 
1.96 
ns 

Geraniol 

12.61 
10.87 
ns 

z *. ns: Significant at p三0.05 or not signlficant. respectively. 

酸度は低い値を示し、むしろ、 CPPU 処理に

よって成熟は促進されたことがうかがえる。これ

が品種による違いなのかどうかは、今回の実験か

らは明らかでない。

果汁の香気成分として本実験の両区の果汁か

ら、リナロール、 α テルピネオール、シトロネ

ロール、ネロール、ゲラニオールを定量した。

αーテルピネオール、シトロネロール、ネロー

ル、ゲラニオールについては処理による影響がみ

られなかったが、リナロールは CPPU 処理に

よって有意に低い値となった (Table 2)。

マスカット香を構成する主要な香気成分とし

て、モノテルペンのリナロール、ゲラニオールが

報告されているが (4 、 5)、今回供試した‘ネ

オ・マスカット'でもリナロール、ゲラニオール

が主要な香気成分であった。このような揮発性

の香気成分は、ベレゾーン前から蓄積を開始

し、ピークに達した後は減少することも報告さ

れている(5 )。今回の実験では、リナロールの

み CPPU 処理によって有意に低かった。これが

CPPU 処理により成熟が促進され、収穫調査を

行った時点ではピークを過ぎ減少していたためで

あるのか、他の要因により蓄積が阻害されたのか

は不明である。果粒におけるモノテルペンの蓄積

に関してはいくつかの報告があり、その直接の前

駆体はモノテルベンの配糖体である (5 、6 、15) 。

Gunata ら (6 )は、‘マスカット・オブ・アレ

キサンドリア'の葉や葉柄に高濃度のモノテルペ

ン配糖体が存在することを示し、これが果実に転

流され果実内の酵素により遊離体となると報告し

ている。しかし、 Bravdo ら(1)は、.マス

カット・オブ・アレキサンドリア'の果粒自体も

モノテルペン配糖体を生成することを示し、ま

た、 Gholami ら (3 )は、‘マスカット・オブ・

アレキサンドリア'に香気を持たない品種の花穂

を接いだ場合、果粒にはモノテルペンやその配糖

体は蓄積されないのに対し、‘マスカット・オブ・

アレキサンドリア'の花穂を香気を持たない品種

に接いだ場合には、モノテルペンやその配糖体が

果粒に蓄積されたことを報告している。このこと

は、葉から果粒へのモノテルペンの前駆体の転流

が配糖体以外の形で行われている可能性を示唆し

ている。今後、果粒における香気成分の蓄積のメ

カニズムや個々の成分の消長についてさらに研究

する必要があると思われる。

要約

CPPU 処理が‘ネオ・マスカット'果粒の生

長と品質に及ぼす影響を調査した。満開10 日後に

CPPU 5 mg/L 溶液に果房を漫漬処理し、果粒

肥大と果汁成分を測定した。

CPPU 処理によって果粒肥大が促進され、収

種時の果粒横径と果粒重が有意に大きくなった。

果汁の糖含量は、成熟初期には CPPU 処理によ

り高くなったが、収穫時には対照区と有意差はな

かった。滴定酸含量は CPPU 処理により減少が

促進された。収種時の果汁の香気成分の内、リナ

ロールは CPPU 処理により有意に低くなった

が、他の香気成分には差が認められなかった。
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ABSTRACT 

Effect of Forchlorfenthuron (CPPU) Application on 
Berry Grovvth and Quality of 'Neo Musca t' Grape. 

Ken HIRANO* ， Yoshiko IWAMOTO ， and Goro OKAMOTO 

Faculty of Agriculture ， Okayama University ， Tsushima-naka ， Okayama 700 ， Japan. 

The effect of Forchlorfenthuron (N-(2-chloro-4-pyridyl)-!、~'-phenylurea ， CPPU) 

application on the growth and quality of ‘Neo Muscat' grapes was investigated. Application of 

5 mg/L CPPU to grape clusters 10 days after full bloom significantly increased berry size and 

weight compared to control berries. CPPU accelerated the accumulation of ]UlCe sugars 

during the early stage of maturation ， but there was no significant difference at harves t. Juice 

titratable acidity of berries treated with CPPU decreased more rapidly and was significantly 

lower at the time of harvest than untreated berries. Aromatic compounds of the ]U1Ce were 

analyzed at the time of harves t. Linalool ， a characteristically aromatic compound of Muscat 

grapes ， was significantly lower in CPPU-treated berries than controls ， but no other 

significant differences were observed in monoterpene alcohol contents. 

Key words: growth regulator ， Neo Muscat ， berry size ， berry quality ， aromatic compounds 
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